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1石河教授の名誉記念号に寄せて
実 方 正 雄
本学名誉教授石河英夫氏は一)昭和13年11月,本学の前身である小樽高等商
業学校に来任,じ らい,昭 和49年3月に至るまで約35年間にわたり,教 育と
研究に専念,さ らには大学の行政面でも重い責任を負われ,本 学の発展に大
きな足跡を残 された。文字通 り,停年退職に至るまで,そ の力の限 りを本学
のために捧げ られたことになる。私は,同 教授の御熱意 と御尽力に対 し,深
く感謝 し,心か らなる敬意を表明 したい。
同教授の専攻分野である会計学は,私 の専門と分野を異に し,かつ,私 は
会計学に関す る学識がきわめて少いか ら,その学問的業跡について言及する
ことはできない。もっとも,見 方によっては,商 法中の計算規定の取扱いで
は,商 法学と会計学とが緊張関係にあるともいえるか ら,そ の限 り,計算規
定を的確に理解 し,整理 してゆ くうえで,商 法学が会計学にかかわ り合って
いることは否定できまい。だか ら,私達商法学者にとって,程 度の差こそあ
れ,会 計学の知識が必要 となってくる;と い うことも当然のこととなろ う。
ところが,私 が石河教授か ら受けた印象は,同 教授が会計学の専攻者であ り
なが ら,かな り深 くかつ幅広い法学的造詣を身につけている,と い うことで
あった。こ うしたことは,な かなか期待 しがたい。同教授の話に よれば,旧
制東京商科大学に在学中,私 法関係の講義を多 く聴講す る機会に恵まれたか
らである,と い う。それは,旧 制商科大学が,単 なる商学部ではな く,社会
科学の単科綜合大学 としての役割を果 していたので,そ れを充分に活用 し
た,と い うことを意味す るであろ う。法学的造詣は,会 計学の研究に とって
必ず しも必要 なものではな く,あ るいは無駄なことであるか も知れない。 し
か し,学問の世界では,あ る意味において,無 駄 も必要である。 自分の専攻
にとって直接にはかかわ らない領域の理解を深めた り,そ こに沈潜 した りす
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ることも必要な ことである。その中で培養された問題意識や思考方法が,自
分の専門領域に立ち帰って,新 たな視野を与え られる媒体 となった り,別の
理論構成に役立った りすることもある。もっとも,同 教授の学問の底辺を拡
げた法学的造詣が,そ の会計学にどのような形で投影 しているか,と い うこ
とは,私 のよく指摘できるところではない。
つぎに,同 教授が後進の指導育成になみなみな らぬ情熱をそそがれたこと
は,教 育者 と してまことに素晴 らしい。とりわけ,同 教授が,そ のゼ ミナー
ルで直接に指導された卒業生の数はきわめて多 く,同教授を中心 とした温か
くかつ親密な集いは,同 教授の人柄 も偲ばれて,羨 ましくさえ思われる くら
いである。
また,同 教授が大学行政のため献身的な努力をされたことも,付 言 してお
く必要があろ う。昭和30年代には,学 生部長 として,三 期6年 間にわたって
その重責を果 された。在任期間が,同 教授の40歳代か ら50歳代の初期にかけ
ての時期であったことであるか ら,学問研究の面で払われた犠牲は,か な り
大きいものであったと思われる。続いて,昭 和40年代になってか らも,本 学
に併設されている短期大学部の主事を務め られている。
このように,同 教授が本学に対 して惜 しむ ことな く捧げ られた愛情を慕
い,そ の退職を記念 して,同 僚,後 進の手に より,名誉記念号が刊行される
運びとなった。 まことに,嬉 しい限 りである。
同教授は本学における最終記念講義で,歩 んできた学問の道を回顧すると
ともに,将 来への展望をも語ってお られた。私は,同 教授の足跡を讃えると
ともに,今 後のさらなる御発展 と御健康 とを,心 か ら祈ってやまない。・
(昭和49年9月5日)
